
運動麻痺により
共同運動が起こってしまう人に対して 
脳機能から考えるリーチ獲得の為の 

感覚入力アプローチ
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共同運動の患者様へのアプローチとは
皆さんは、どのような考え方でアプローチしていますか？



共同運動の患者様へのアプローチとは
皆さんは、どのような考え方でアプローチしていますか？

どうすれば良くなるの？



共同運動とは？



共同運動とは？
屈曲パターン 伸展パターン

肩甲帯後退挙上・肩外転外旋 
前腕回外・肘屈曲

肩甲帯前方突出・肩内転内旋 
前腕回内・肘伸展



脊髄レベルの原始的な運動統合 
のあらわれと考えられる。 

共同運動が脊髄の 
縦の連絡によって起こる

共同運動とは？



共同運動とは？

脊髄の縦の並びで 
複数の筋肉が収縮してしまう。 
随意的に収縮したい筋肉の　 
上下の筋収縮に注意が必要。



共同運動はダメなの？



共同運動はダメなの？



共同運動はダメなの？
片麻痺の回復過程を 
ステージ化した評価法  

↓ 
片麻痺の回復には 
必要な要素である。



皮質脊髄路

筋皮神経

随意運動：肘を曲げたい

肘屈曲



皮質脊髄路

筋皮神経肘屈曲

運動麻痺とは？
骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↓

皮質脊髄路障害

＊α運動ニューロンが発火しない。

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↓

皮質脊髄路障害

＊α運動ニューロンが発火しない。

弛緩

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↓

皮質脊髄路障害

＊α運動ニューロンが発火しない。

弛緩

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

BRS-t

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↓

皮質脊髄路障害

＊α運動ニューロンが発火しない。

弛緩

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

BRS-t
Stage１

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↓

皮質脊髄路障害

＊上位運動ニューロン障害が起こる

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

BRS-t
Stage２

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↑

皮質脊髄路障害

＊上位運動ニューロン障害が起こる

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

BRS-t
Stage２ Ⅰa

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↑

皮質脊髄路障害

＊上位運動ニューロン障害が起こる

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

BRS-t
Stage２ Ⅰa

伸長反射異常

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↑

皮質脊髄路障害

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

BRS-t
Stage3 Ⅰa

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↑

皮質脊髄路障害

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

BRS-t
Stage3 Ⅰa

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↑

皮質脊髄路障害

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

BRS-t
Stage3 Ⅰa

随意運動：肘を曲げたい



共同運動とは？

脊髄の縦の並びで 
複数の筋肉が収縮してしまう。 
随意的に収縮したい筋肉の　 
上下の筋収縮に注意が必要。



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↑

皮質脊髄路障害

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

BRS-t
Stage４ Ⅰa

随意運動：肘を曲げたい



運動麻痺とは？

×
筋皮神経↑

皮質脊髄路障害

骨格筋が随意的に収縮する事が 
本来あるべき状態ではない

Ⅰa

随意運動：肘を曲げたい

随意運動（意思）と収束



意思とは？ ：しようとする考え。思い。

EX：手をあげてください



『肘を曲げよう』

＜小脳＞ 
筋肉の収縮する 
タイミング 
組み合わせ 
出力

＜基底核＞ 
姿勢を保持 
肩甲帯の安定 

肩関節周囲筋を収縮 
二頭筋の収縮

運動野A：上腕２頭筋を収縮させよう
皮質脊髄路 
前角 

α運動ニューロン 
筋皮神経

結果：肘が曲がる

肘を曲げてください！！



『肘を曲げよう』

＜小脳＞ 
筋肉の収縮する 
タイミング 
組み合わせ 
出力

＜基底核＞ 
姿勢を保持 
肩甲帯の安定 

肩関節周囲筋を収縮 
とにかく力を入れてみる

運動野AC/AB：使えそうなところを動員
皮質脊髄路 
前角 

α運動ニューロン 
筋皮神経

結果：共同運動で肘が曲がる

肘を曲げてください！！



『力を入れよう』

＜小脳＞ 
筋肉の収縮する 
タイミング 
組み合わせ 
出力

＜基底核＞ 
姿勢を保持 
肩甲帯の安定 

肩関節周囲筋を収縮 
とにかく力を入れてみる

運動野AC/AB：使えそうなところを動員
皮質脊髄路 
前角 

α運動ニューロン 
筋皮神経

結果：力を入れれば肘が曲がる

肘を曲げてください！！

セラピストが 
目的としている 
随意運動ではない

肘が曲がるという運動でも・・



共同運動評価

①骨格筋の評価が必要 
②意思の確認 
③本来あるべき状態との比較 
④見るポイントは関節運動が起こるのか？



感覚とは？



感覚とは？
情報が脳に 

届くとどうなる？
何のために 
感覚が必要？

どうなったら 
感覚が起こる

受容器が 
発火する

外界の状況を 
理解する

外界に反応 
するために



情報が脳に 
届くとどうなる？

何のために 
感覚が必要？

どうなったら 
感覚が起こる

受容器が 
発火する

外界の状況を 
理解する

外界に反応 
するために

運動するという事

共同運動
知覚・認知（外界理解） 
するためには？

知覚・認知感覚入力



①外界に反応するために→運動（随意収縮） 

②外界の理解が必要→感覚を知覚・認知させる 

③外界の反応に必要な知覚・認知のために　　　　　　　　　　　　　　

必要な受容器を発火させる 

④運動（随意収縮）を起こすアプローチである

感覚入力アプローチとは？



末梢感覚
受容器

視床 
小脳 
体性感
覚野

頭頂葉 
後頭葉 
側頭葉 
高次感覚野

補足 
運動野 
運動前
野 
基底核 
小脳

一次 
運動野 
錐体路

筋 
関節

知覚 活動

感覚障害 知覚障害 高次脳機能障害 
認知・行為 動作障害

運動障害 
麻痺 
筋緊張

運動障害 
筋力低下 
関節可動域

感覚 知覚化 解釈・認知 戦略・計画 起動 実行

前頭前野 
連合葉

認知

感覚入力アプローチ



末梢感覚
受容器

視床 
小脳 
体性感
覚野

頭頂葉 
後頭葉 
側頭葉 
高次感覚野

補足 
運動野 
運動前
野 
基底核 
小脳

一次 
運動野 
錐体路

筋 
関節

知覚 活動

感覚障害 知覚障害 高次脳機能障害 
認知・行為 動作障害

運動障害 
麻痺 
筋緊張

運動障害 
筋力低下 
関節可動域

感覚 知覚化 解釈・認知 戦略・計画 起動 実行

前頭前野 
連合葉

認知

感覚入力アプローチ



上腕骨の動きを見て！！



上腕骨の動きを見て！！
上腕骨を内外旋すると肩甲骨はどうなる？



手関節の動きを見て！！



手関節の動きを見て！！
手関節を背屈すると肩甲骨はどうなる？



感覚入力の方法
運動が起こったことを感知する感覚受容器



感覚入力の方法
運動が起こったことを感知する感覚受容器

筋紡錘・腱紡錘・関節受容器



感覚入力の方法
運動が起こったことを感知する感覚受容器

筋紡錘・腱紡錘・関節受容器

運動を誘発する感覚受容器

皮膚感覚受容器→皮膚反射・反応 
随意運動の調節に関与している



タイミングが命



まとめ
①外界に反応するために→運動（随意収縮） 

②外界の理解が必要→感覚を知覚・認知させる 

③外界の反応に必要な知覚・認知のために　　　　　　　　　　　　　　

必要な受容器を発火させる 

④運動（随意収縮）を起こすアプローチである
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